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 この試合は、決勝リーグ進出をかけた大一番。相手は、２回戦
でシード校北中野中を破り、勢いにのっている第八中学校。序盤、
警戒していた相手の長身選手のゴール下、リバウンドに苦しみ、
リードを許す展開となった。しかし緑野中も、相手の得意なプ
レーをさせないＤＦと、脚力を生かした攻撃で食らいつき、前半
終了時には一点差まで詰め寄った。後半開始直後、流れをつかみ、
リードを奪い返した緑野中であったが、試合終了間際、八中の必
死のＤＦがわずかに上回り、同点に追いつかれ延長に突入した。
延長戦も緑野中学校は最後の力を振り絞って戦ったが、一歩及ば
ず、3年生の最後の試合となった。 

 引退試合となったこの八中戦も緑野中の選手たちは、相手の
キーマンをおさえ、粘り強く戦うということを一試合貫き通した。
負けん気が強く、最後まで粘り続けることにこだわりを持ち、 

死力を尽くして戦った自分たちのことを誇りに思ってほしい。 

 相手の八中の選手でさえも、試合終了時には涙を浮かべていた
し、緑野中の応援席では、数え切れないくらいの保護者、他校の
選手たちが君たちを拍手で迎えていたのだから・・・。 

 最後に、何よりもチーム発足時から、苦しい時期はあったもの
の、一人も欠けることなく、最後までバスケットボールを続けた 

3年生には、ねぎらいの拍手を送りたい。1つ上の先輩がいない中、
1年生の時から5人で戦い続けてきた中で養ってきた体力・根性・
勝負感といった力は、君たちが次のステージで戦うときに大きな
武器となる。顔を上げて進もう。自分の目指す道に向かって。 

  

3年生、すてきな思い出をありがとう。 


